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対人恐怖症例の人間存在分析
I はじめに
近年、心理療法と称される技法は250以上あ
るいは400以上もあるといわれ、それぞれの技
法が一定の効果をあげているといわれているが、
技法の違いによる治療効果には差がないことが
認められた叫
そのようなことから、心理療法の多くの理論
や技法を統合し、その一般法則を見いだし、よ
り単純かつ有効な心理療法の方法論や技法を確
立することが求められるようになってきた10¥
わが国の大部分の心理療法の理論や技法は多
くが輸入文化で、英語圏を中心に、時にはめま
ぐるしく流行を追うかの如く、多くの海外の心
理療法の主要な理論や技法が、次々に紹介され、
導入されている。しかし、いつまでも西洋追従
の心理療法ではなく、わが国で醸成され、わが
国の現状に即した心理療法が求められているの
ではないだろうか凡
人間存在分析 (Humanbeings-analysis)は精
神分析を基本とした個人心理療法で、中野が創
始者である (1967年~1971年にかけて作り上げ
た）2) 3) 0 
その特徴の第一は、治療理論と技法が具体的
で簡明である。標準的精神分析は、いわゆる
「心因（＝素因）」（抑圧によって無意識となっ
ている幼児期体験）を転移神経症を介して意識
化させることによって治癒をもたらそうとする
のに対し、人間存在分析では、神経症（境界人
格障害等）発症の契機となった直接的誘因(=
原因）を治療の焦点としている。セラピストが
野々村説子
発症の「誘因」状況をクライエントに尋ねて、
どのような状況で、何がどのように葛藤を起こ
して、発症したのか？を順に「クライエント自
らをして自らを語ってもらって」明らかになれ
ば症状あるいは問題は解決するというものであ
る。
第二は、標準的な個人心理療法や精神分析が
クライエントの心内葛藤（閉鎖システム）を対
象とするのに対して、人間存在分析はクライエ
ントを中心とする対人関係の葛藤（開放システ
ム）を対象にしている。そのため、個人心理療
法でありながら、夫婦治療や母子同席面接尺
個人と集団を対象とするスクールカウンセリン
グの場面5)6)にも応用できる。
第三は、セラピストの基本姿勢（基本的態
度）を重視することである。神経症であれ、い
じめや不登校であれ、そのような状態になった
のはクライエント自身の言動にも問題があると
言われたり、批判されたりして、さらにクライ
エントが心に傷を負うということも結構ある。
人間存在分析を行うセラピストはクライエント
の語るところを是非善悪の判断・批判を一切棚
上げにして、受容的・支持的・感情移入的態度
とFreud,S. の言う治療者の基本的態度（禁欲
規則、中立性、分析の隠れ身、分析者としての
分別）をできる限り守って、クライエントの訴
え語るところを「一体、何が、どうして、そう
なったのか？」を明らかにするように聴いてい
くので、クライエントはセラピストに安心して
信頼感をもって自らを語れるようになる。
筆者は、対人恐怖を主訴とする神経症の一事
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例の人間存在分析による心理療法をおこなった
ところ、 1年4ヶ月、 23回で主訴の症状が消褪
したので、その経過を提示し、技法論的に考察
をおこないたい。
Il 事例
クライエント（以後、 Cl)は初回来所時29歳
の会社員で独身女性である。
事例の概要 (2回のインテーク面接で明らかに
なった事）：
主訴； X年4月末頃から会社でも家でも些細
なことでイライラすることが多くなり、この 2,
3ヶ月特にひどくなった。同じ頃から 8月頃ま
で微熱が続き、朝、体が動かないので会社を休
んだり遅刻をするようになった。今も週に 2,
3回、朝起きられずに遅刻する。対人関係がう
まくいかない、特に男性が怖いということであ
った。
病歴：中学生の頃から友達との関係がうまく
いかなくなり、その頃からイライラするように
なった。 20歳の頃に、やさしい声の若い男性か
ら電話で簡単なアンケートに答えてと言われて、
答えていくうちにプライベートな内容になって
答えられないと言うと、逆上して『切ったら家
に火をつけるぞ』等脅されてから、男性が怖く
なった。 X年3月末に10年間一緒に暮らした愛
犬が死亡した。愛犬が生きていたころは、どん
なに心がしんどくても触っていると心が安らい
でいた。愛犬が死亡した数日後にClが侶頼して
いたA上司が転勤することになった。 A上司は、
Clが仕事のことでイライラした時に黙って話を
聞いてくれ、的確にアドバイスをしてくれ、 Cl
に自由に仕事をさせてくれる人だったので、 Cl
も信頼して完璧にやれるように頑張っていた。
新しいB上司は、 A上司とは仕事に対する考え
方が違うし、まだ儒頼感がもてないし、言いた
いことが言えない。この頃から、イライラがひ
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どくなり、微熱が続くようになってきた。家で
は、両親の、特にくしゃみやせきに、自分でも
異常なほどにイライラして腹が立つようになっ
てきた。
X年10月末にClは「イライラと腹立ち」のこ
とで神経科クリニックを受診したところ、医師
からカウンセリングを勧められた。 Clは対人関
係の問題と男性恐怖についてずっと悩んでいた
こともあり、筆者が勤務する心理療法の専門機
関に11月初めに来談した。
生育歴・家族歴： Clは幼稚園の 2年間は、明
るくて、負けず嫌いだった。小学校の間はずっ
と親友がいた。中学になって、男の子によくか
らかわれるようになって嫌だった。嫌な時期な
ので記憶に蓋をしている。この頃から、母親に
「何があっても笑顔でいなさい」「人の悪口を一
切言ってはいけない」等と言われるようになり、
友達に何を言われても反論をしないで笑顔でい
るようになった。同じ頃から、イライラするこ
とが多くなった。高校の時の事もよく覚えてい
ない。楽しくもなく辛くもなかった。短大も高
校と大体同じだった。 20歳になった頃、母親に
これからは自分の好きなようにしなさいと言わ
れた。母親はそれまではClのすることにいちい
ち口出しして、 Clも母親の言うことを聞いてき
たが、 Clは母親に、急に突き放された気持ちが
した。短大卒業後に今の会社に就職した。 Clは
これまで一度も男性と個人的な交際をしたこと
はないということであった。
家族は50代後半のサラリーマンの父親と、専
業主婦の母親、 3歳下の妹の4人家族である。
父親は周囲の人のことを気にかけない人で、必
要なときに、いなくなったりするので1言頼でき
ない。自分で自分のことを自慢する。母親は心
配性で、特に長女であるClには口うるさく、 Cl
は母親に好かれていると感じたことがなかった。
妹も会社員で、しっかりしている。 Clは人見知
りが強く内向的だけれど見栄っ張りで短気、頑
固で思い込みが激しいところがある。完璧主義
と面倒くさがりの両極端のところもある。
皿 アセスメント
ICD-10 F40. 1 社会恐怖より、軽症の対人恐
怖症 (anthropophobia)。転換ヒステリーの傾
向も有している。
性格特徴：肛門期的ーロ愛期的特徴。
DSM-N GAF (機能の全体的評定尺度）： 70 
-61 
N 心理療法の経過
面接は対面で、週 1回で、 1回60分である。
Clの語ったところは「」、筆者の語ったところ
はく＞で示す。
第 1期： 1 回目 ~10回目（約 3 ヶ月半）
この期では、両親のくしゃみとせきに対する
イライラと腹立ちの意味と、 4月からの身体症
状の意味が明らかになった。
筆者は、く愛犬の死、信頼していたA上司が
転勤した頃からイライラや腹立ちがひどくなっ
たり微熱が出てきたということは、そこに何か
貴方の気持ちに響くことがあったということで
すね。差し当たり、そこがどうなっているのか
見ていきましょう。何がどうなって、このよう
な状態になったのかが明らかになれば、その分、
気持ちもすっきりして、症状も治る、という方
法ですよ＞と、 Clに治療方法と理論を説明した。
筆者は人間存在分析の治療者の基本的態度であ
る受容的・支持的・感情移入的な態度で聴いて
いった。
Clは積極的に語った。 Clは父親について
「元々、父の見栄っ張りなところ等、すべてに
イライラさせられて腹が立って、父のことが嫌
いだった」し、母親に対しても、「母が心配性
で、小学校の頃に友達は皆夏祭りに行くのに、
Clだけが危ないと行かせてもらえなかった等、
やりたいことをやらせて貰えなかった。それで
友達との接し方が下手になった。何事にもいち
いち口出しして、私が自分で考える力や判断す
る力をつけさせてくれなかったのに、 20歳にな
って、『もう大人になったのだから、自分でや
りなさい』と急に放り出された。そんな母親に
もすごく腹が立つ」と語った。愛犬Eちゃんが
居た頃は、例えば、 Clが父親の言動に対してイ
ライラしても、 Eちゃんに「お父さん、あんな
ことしてあかんねー」と言うと、父親も「いい
よな、 Eちゃん」と、 Eちゃんを間に入れるこ
とで、会話ができたり、 Eちゃんのことで家族
が楽しく話せたりすることもあった。 Eちゃん
がいなくなって、父親とは顔を合わすのも嫌で、
家族の会話が少なくなったということであった。
さらに、 Clは「中学の頃から、私だけ父の愚痴
を母から聞かされていた。私もいろいろな事を
母に相談していた。母は、私の気持ちを聞かず
に、いつも『あんたが悪い』と言われてきた。
母に良い子に思われたかったし嫌われたくなか
ったので、母の言うことを聞いてきた」等と、
両親に対する腹立ち、不満を感情を込めて語っ
た。ここで、筆者が、中学の頃の母親から父親
の悪口を聞かされたり、母親がClの気持ちを聞
かずにClを責めた時の気持ちを確認すると、 Cl
は「腹が立ってイライラしていた。今の感じと
同じ」と答えた。 [3回目］筆者が妹との関係
を尋ねると、 Clは「妹とも、思春期頃までは、
妹のほうが母に愛されていると思って、よく喧
嘩もした。けれど、働きだしてからは妹が大人
になって、私の悩みを聞いてくれて、私の気持
ちを分かってくれるようになった」と答えた。
筆者がく妹さんのくしゃみやせきにもイライラ
したり腹が立つの？＞と尋ねると、 Clは「ちっ
とも気にならない。イライラしないし腹も立た
ない」と答えた。そこで、筆者がく妹さんは、
貴方の悩みを聞いてくれて、貴方の気持ちを分
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かってくれるのですね。だから、妹さんには腹
が立たないしイライラしない、そういう妹さん
のくしゃみやせきはイライラしないし腹も立た
ない。お父さんにもお母さんにも中学の頃から
イライラして腹が立っていた。愛犬のEちゃん
がいたときは、 Eちゃんを介して話せていたこ
とが話せなくなって、腹立ちとイライラが解消
できなくなって、両親のくしゃみやせきにイラ
イラして腹が立つようになった、ということな
のですね＞と、愛犬の死をめぐる両親のくしゃ
み・せきに対するイライラ、腹立ちの意味を確
認・解釈すると、 Clは、驚いて「あー、そうな
ってますね。両親に腹が立っているから、両親
のくしゃみやせきが腹が立つのですね！すっき
りしました」と答え、納得がいったようであっ
た。そこで、筆者はく何で両親のくしゃみやせ
きにイライラして腹が立つのかわかるとすっき
りするでしょう。なにが、どうなって、こうな
ったのか、わかれば、すっきりして治るという
ことですよ＞と、あらためて治療方法と原理を
説明した。
友人関係については、 Clは、「小学校のとき
は、結構、いろんなことに自信を持っていた。
中学校の頃から、母から『お父さんがお金を使
うのでお金がない』と言われてお小遣いを貰え
ず、友達と遊びにいけなかった。そのことを友
達にいえなかった。馬鹿にされそうでいやだっ
た。中学校でも高校でもグループの中に入れな
かった」と語った。さらに、 Clは「私は万人に
好かれたい。友達と仲良くしたいのに、親しく
なると、自分の中身に自信がないので、嫌われ
る気がしてニコニコ笑っているだけで言いたい
ことがいえない。でもそうしていると、皆が私
は何を言ってもしても怒らないと思って、いつ
も嫌な役割をさせられて、内心はすごく腹が立
っているので疲れて、帰って熱を出してしまう
ことがある」と述べた。
職場の状況について、 Clは次のように語った。
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「私よりかなり年上の男性Dさんが去年、同じ
課に入ってきた。私が仕事を教えてあげても、
すぐに忘れるしミスもよくするのに、たまに私
がミスをすると、それを目ざとく見つけて指摘
するので、むちゃくちゃ腹が立つ。 A上司がい
たときには、黙って私の腹立ちを聞いてくれた。
A上司にはどんな事でも言えた」。 そこで筆者
がくA上司がどのようだから、どんな事でもい
えるのですか？＞と言うと、 Clは「私がどんな
に悪態をついても、いつも良い子やと言ってく
れた。嫌われることがないという安心感があっ
たから何でも言えた」と涙ぐみながら述べた。
筆者がくA上司には貴方が悪態をついても、貴
方のことを良い子と、どんなときにも貴方のこ
とを気に入ってくれるという安心感があったの
ですね。貴方はお父さんを信頼できないし、お
母さんには好かれていると感じたことがなかっ
たので、貴方にとってA上司はとても大きな存
在だったのですね。 Eちゃんの死とA上司の転
勤が重なって、腹立ちゃイライラを発散できな
くなって微熱が出て、両親のくしゃみとせきに
イライラと腹立ちがでてきたということです
ね＞と、 4月からの身体症状の意味とくしゃみ
とせきにたいするイライラと腹立ちの意味をか
らめて確認・解釈すると、 Clは泣きながら頷い
た。
第2期： 11 回目 ~17回目（約 3 ヶ月）
この期では、 Clの栂親に対する気持ち、男性
恐怖の意味が明らかになり、友人関係や職場の
対人関係についても理解できるようになってき
た。
Clは「母に、私が10代の時にしたかったこと
を全部止められた。だから、皆が知っているこ
とも私は知らない。狭い人間になってしまった。
それなのに、 20歳になって、私が困っても手を
差し伸べてくれない。私をこんな風に育てたの
は母なのに、結局は見捨ててる。『こうなった
のはお母さんのせい！』と初めて言った。する
と、母が『初めての子どもだったので、心配だ
った。悪かった』と謝ってくれた。でも、まだ
許せない」と語った。さらに、 Clは「母が、私
の愚痴を聞いてくれた。新任のB上司とのこと
を話した。そうしたら、『仕事をやめたらいい』
と言う。それで、『私の話をまったく聞いてな
い！』とイライラして怒ったら、母は『しんど
くて体をこわすくらいなら、あんたのために辞
めたらいいと思った』と言った。言葉が足りな
い。いつも結論だけ言う。私はただ、気持ちを
わかってくれるだけでいいのに。仕事は好きな
のに。だから、母には話しても仕方がないと思
う」と語った。そこで、筆者がくお母さんにど
んな風にわかってもらったら気持ちが満足する
のかな？＞と言うと、 Cl「あんたはよく頑張っ
ているのに、なんでB上司は助けてくれないの
かなと言ってほしかった」と述べ、さらに、 Cl
は、「母からいつも『頑張りなさい』と言われ
て、頑張っても褒めてくれたことがなかった」
と語った。そこで、筆者は、母親に「褒めても
らいたい」「気持ちをわかってもらいたい」の
に、今まで母親にしてもらえなかったので、未
だに、母親に「褒めてもらいたい」「気持ちを
わかってもらいたい」という子どもっぽい気持
ちが残っている、というところを確認した。 Cl
は「妹と同じことをしても褒めてもらえなかっ
た。妹のように自由にさせてくれていたら、こ
んなにならなかった」と泣きながらのべ、納得
がいったようであった。この期の終わりごろに
は、母親のくしゃみとせきに対するイライラと
腹立ちが軽くなった。
20歳の頃のやさしい声の若い男性からの電話
に関して、 Clは次のようなことを想起した。 Cl
が脅されて電話を切れなくで怖い思いをしてい
るところに、父親が帰ってきて、父親に変わる
と電話が切れた。次の日に、また、電話がかか
って、父毅が取って、『電話やぞ』とClを呼ん
だ。その時、 Clはまた同じ人かと感じたが、呼
ばれたので電話に出た。やっぱりその人だった
ので、すぐに切った。父親の状況の分からない
態度にすごく腹が立ったし、それからさらに男
性を警戒するようになった。そこで、筆者はCl
とそのときの状況と情況を具体的に見ていった。
Clは、「元々、父が嫌いで男の人が苦手だった。
父が予測がつかない言動をする。父が分からな
いから、男の人が分からなかった」と述べた。
Clにとっては、元々「予測がつかない言動をす
る父がわからない」、電話の相手も父親と同じ
ように予測がつかない言動をした、つまり、や
さしいと思ったのに、急に変わって脅された、
それで、父親＝男の人は予測がつかない、「男
の人が怖い」、となったということが明らかに
なった。 Clは「そうですね！今思えば、電話を
切ればよかったのですね。それを、怖いと思い
ながら聞いてしまったので、すごく怖くなった
のだと思う」と述べた。
友人関係について、 [15回§JClが「私の車
で友達と出かけると、駐車料金を私が払うこと
が多い。何で気がつかないのかと内心煮えくり
返っている。この前、出したから今度は出して
と言えばいいと思うけれど、言えない」と言う
ので、筆者が、 Clの言えない気持ちを話題にす
ると、 Clは「ケチと思われたくないのもあるけ
ど、友達に対して、いつも自分は好かれてない
という気持ちがある」と述べたので、友人に対
する付親転移解釈をおこなうと、 Clは「母にさ
え好かれてないから、友人にも好かれてないと
思ってたんですね。私が思うほど、友達は、言
っても嫌わないのかとも思う」と述べ、友人と
の関係を認識できたようであった。
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職場では、 [16回目JClは「私がイライラし
て腹が立つ人は、父親と似て、仕事をちゃんと
出来てないのに、自分のことを自慢する人とわ
かった」と述べた。さらに、 [17回目]B上司
との関係について、 Clは「B上司は自分の考え
を押し付けるので腹が立つ。けれど、仕事の内
容については、私のほうがB上司よりよくわか
っているので、私が勝手に判断してしまうとこ
ろがあるので気に入らないのもわかる」と述べ、
今までより、冷静に客観的に相手との関係を理
解できるようになってきた。
第3期： 18回目 ~23回目 (1 年 1 ヶ月半）
職場の人間関係、友人との関係、家族との関
係が自己認識・ 自己洞察されて、症状がほぼ消
褪した。
[18回目JClが、「この頃、調子がいい」と言
うので、筆者がく何が変わったから？＞と尋ね
ると、 Clは「職場の人達にも、友達にも、腹が
立ったりイライラしたことを、感情的にならず
に言えるようになった。カウンセリングを受け
て、自分にも結構、悪いところがあると気づい
た」と答えた。
職場で、 ClはB上司に対して、「B上司のやり
方が間違っていると思っても、『言う通りにし
ます。でも、私はこう思います』と、自分の意
見は言う。それで、うまくいかなかなくても仕
方がない。うまく折り合いがつけられるように
なった」と語った。さらに、 Clは同僚の若い女
性で皆から好かれている人を観察して、 Clは
「今まで、私が口下手で、その人が話し上手だ
から好かれると思っていたけれど、結構、人の
世話もしていると気づいた」と述べた。
友人に対しても、 Clは「ケチとお金にきっち
りしている事とは違うと気づいて、友人にお金
のことをはっきり言ったら、相手も『そうや
ね』と分かってくれて、すっきりした」と述べ
た。さらに、 Clは「今まで、母親の言うとおり
に、頑なに、こうすべき、とやってきた。自分
も頑固なところがあるとわかった。でも、仕事
はちゃんとやれる良いところもあると思えるよ
うになり、自分を許せるようになって、自分で
自分を楽にしたらいいと思うようになった。私
が変わったからか、職場の人たちとの関係が変
わって楽しくなった」と語った。
-78 -
家族については、 Clは「父のことはすべて嫌
いと思っていたけれど、父の見栄っぱりなとこ
ろが自分を見てるようで腹が立つのだと気づい
た。父は家の中では何でも栂親任せで、必要な
ときにいなくなってしまうけれど、仕事はきち
んとしているし、あまりにも悪い人と思いすぎ
ていた。最近、父も家のことをするようになっ
て少し変わってきた」と述べ、母親についても、
Clは「母も変わってきて、私の仕事の愚痴を聞
いて、私の気持ちをわかってくれるようになっ
てきた。最近は、母の意見を聞かずに自分で考
えるようになってきた」と述べた。妹との関係
については、 Clは、「妹から『私はお姉さんは
お母さんに手をかけてもらって羨ましかった。
でも、お母さんが私よりお姉さんに厳しいのは
わかっていた』という言葉を聞いて、妹の気持
ちがわかって、こだわりが解けた」と語り、家
族とも、必要なことをこだわりなく話せるよう
になった。
Cl自身やClと関係する人達との関係について
自己認識• 自己洞察ができて、異常にイライラ
したり腹が立つということがなくなり、男性に
対してはまだ安心しきれないところはあるもの
の、対人関係も改善され、自我が成長し、現実
の生活に支障がなくなったので、 Clと話し合っ
て、終了とした。
V 考察
人間存在分析では、心因性疾患の発症機序お
よび治療方法を、心因性疾患発症の一般精神医
学的理解に基づいて考えている。つまり、心因
性疾患は、心因(=素因）に呼応する誘因が現
在の生活の中で加わったときに発症し、誘因と
なる出来事とそれにまつわる感情は心因(=素
因）を反映したものであると考えている。技法
的には、クライエントが理解しやすい表層的な
ところ、つまり、誘因から明らかにしていく。
第 1期：筆者は「イライラや腹立ちがひどく
なった」誘因状況に焦点を当てた。すると、 Cl
は元々“両親に対してイライラして腹が立って
いた＂ということが明らかになり、 Clはその状
況を感情を込めて詳しく語った。さらに、筆者
は、中学の頃の「イライラ」の準備状態が結実
して、今回「イライラや腹立ちがひどくなっ
た」と考えて、中学の頃の「イライラ」の状況
を取り上げたところ、 Clにも「今の感じと同
じ」と準備状態であったことが洞察された。
具体的に、状況だけではなく感情の動きを充
分に思い起こして、同時に話してもらう（語ら
しめる）”作業をおこなったので、 Clは“両親
のくしゃみとせきに対してどうしてイライラし
て腹が立つのが’を充分に語ってカタルシスが
起こり、自己認識• 自己洞察も生じて、 Clは
「すっきりした」のである。ここで、筆者はく
何で両親のくしゃみやせきにイライラして腹が
立つのか訳がわかったらすっきりするでしょう。
男性が怖い等も、訳が分かれば気持ちがすっき
りして治るということですよ＞と、あらためて
治療の方法と原理を説明したので、 Clはしっか
りと理解・納得ができて、 Clは“自らをして自
らを語って”いったと思われる。
心理療法を促進させるためには、できるだけ
早く Clに心理療法の方法と原理をきちんと理
解・納得してもらうことが肝要である。人間存
在分析では理論だけではなく、治療の内容とか
らめて説明するので、 Clには理解・納得がしや
すいと考える。
"A上司が転勤して、どうして身体症状が生
じてきたのが＇についても、同様の作業をおこ
なったので、 Clはその意味を自己認識• 自己洞
察した。
第2期： Clは、母親に対する不満、腹立ちを
筆者に語り、筆者に母親とは違って受容的・支
持的・感情移入的に聴いてもらって修正感情体
験をしたことで、今までの頑固に頑張る態度が
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緩んできたと思われる。
15回目で筆者がClの友人に対する「いつも自
分は好かれていない」という母親転移解釈をお
こなうと、 16回目には、 Clが「自分のことを自
慢する人」にたいする父親転移を自ら語り、 17
回目ではB上司との関係についても、 Clは自ら
「私が勝手に判断してしまうところがあるので
気に入らないのもわかる」と認識するようにな
り、筆者とClの共同作業として治療がすすんで
いった。心理療法の過程で、“クライエントと
セラピストの共同作業”ができなければ、症状
や問題の解決には至らない。そのためには、心
理療法（人間存在分析）とは何をするのか、と
いう基本をClに充分に理解・納得しておいても
らうことが肝要である。
中野4)は、“具体的に、その状況、そしてそ
の時の患者の気持ちの動きを聴いていく事が重
要である。その時の情況を一駒一駒、二人して
劇画の下絵を描くように確かめながら聴いて”、
聴いたことを‘‘確認’することが肝要であると
述べている。
若い男性からの電話で男性が怖くなったこと
については、筆者はClと“その時の情況を一駒
一駒、二人して劇画の下絵を描く”ように、
“確認’しながら聴いていったので、 Clは、 Cl
にとって元々「父は予測がつかない言動をする
ので訳がわからない」、電話の相手も父親と同
じように予測がつかない言動をした、つまり、
やさしいと思ったのに、急に変わって脅されて
怖かった、それで父親＝男の人は予測がつかな
い、「男の人が怖い」、となったという男性恐怖
の意味が明らかになり、 Clにも充分納得がいっ
たようであった。
この期の終わりには、母親のくしゃみとせき
に対するイライラと腹立ちが減少した。
第3期：この期では、 Clが“自らをして自ら
を語り”、自らの特徴と、対人関係の特徴を自
己認識• 自己洞察していった。「自分にも結構、
悪いところがあると気づいた」「自分も頑固だ
と分かった」、でも、「仕事はちゃんとやれると
いう良いところもある」と、自らの長所も短所
も認識できるようになって、 Clの構えが変わり、
「私が変わったからか、職場の人達との関係が
変わって楽しくなった」のであろう。 Clが変わ
り、 Clの家族に対しても冷静に認識できるよう
になり、現実の家族関係も変わって、症状もほ
ぽ消褪した。
VI おわりに
人間存在分析は、本事例でも明らかなように、
クライエントの語ることを聴いて、中心となっ
ている問題に焦点を当てて、クライエントを取
り巻く現在の対人関係の実態を分析・解明して
いく。人間存在分析の原理と技法にそって治療
をおこなえば、本事例のような軽症の神経症で
あれば、深層心理を扱わなくても短期間で症状
が消褪するので、筆者はスクールカウンセリン
グや学生相談7)においても応用して効果をあげ
ているので、非常に有用な技法であると考えて
いる。
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